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投資先受賞企業レポート

株
式
会
社
プ
ロ
テ
ッ
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

専
門
家
と
の
共
同
研
究
で
、〝
国
内
初
〟が
可
能
に
…
…

超
・
技
術
革
新
に
よ
り
日
本
を
守
る

野村利充社長
1956年生まれ。日本大学を卒業後、道路防
災工事の専門企業に就職し、独立して1998
年にプロテックエンジニアリングを創業。
好きな言葉は「大志を抱いて挑戦しよう」。
趣味は35歳から続けるトライアスロンで、
練習を重ねて厳しいレースを完走すること
で大きな達成感が得られるという。2020年、
日刊工業新聞社「優秀経営者顕彰　産学官
イノベーション創出賞」受賞。

主な事業内容：�落石・土砂崩れ・雪崩などの災害対策用新工法の開
発・設計・施工・資材販売

本社所在地：新潟県北蒲原郡
創　　　業：1998年
従 業 員 数：115名

祝
第
38
回
優
秀
経
営
者
顕
彰

産
学
官

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
賞

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

は
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
擁
壁
が
一
般
的

だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ジ
オ
ロ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ル
は
、
現
場
に
あ
る
土
を
使
っ
て

擁
壁
化
す
る
と
い
う
、
国
内
初
の
独
創
的

な
ア
イ
デ
ア
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

高
強
度
で
高
伸
度
の
袋
材
に
土
を
詰
め
、

そ
れ
ら
を
積
み
上
げ
て
特
殊
な
繊
維
材
で

保
護
・
補
強
し
、
土
の
擁
壁
を
築
い
て
い

く
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
に
比
べ
て
効
率

よ
く
衝
撃
を
吸
収
し
、５
５
０
０
キ
ロ
ジ
ュ

ー
ル
（
10
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
が
時
速
約
１
２

０
キ
ロ
で
壁
に
衝
突
し
た
と
き
の
力
に
相

当
）
の
落
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
応
で
き
る
。

「
現
地
の
土
を
使
う
た
め
費
用
も
安
く
、

短
工
期
の
上
、
植
生
に
よ
り
壁
面
を
緑
化

も
革
新
す
る
こ
と
が
、当
社
の
使
命
で
す
」

　

従
来
の
防
護
壁
や
防
護
柵
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
や
鉄
鋼
を
使
っ
た
大
が
か
り
な
土

木
工
事
が
中
心
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

う
し
た
工
程
を
要
す
る
場
所
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
費
用
と
時
間
が
か
か
る
と
同
時
に
、

自
然
の
景
観
を
壊
す
懸
念
も
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
同
社
の
製
品
は
斜
面

災
害
の
実
態
に
合
致
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
や
工
法
の
開
発
に
よ
り
、
効
率
よ
く
そ

の
衝
撃
を
吸
収
し
て
被
害
を
食
い
止
め
る
。

設
置
期
間
や
コ
ス
ト
も
格
段
に
抑
え
、
特

殊
な
構
造
や
壁
面
の
緑
化
に
よ
っ
て
、
景

観
を
守
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

例
え
ば
、
１
９
９
８
年
、
同
社
が
創
業

時
に
開
発
し
た
落
石
対
策
の
「
ジ
オ
ロ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
ル
」。
同
社
の
評
価
を
決
定
づ

け
た
こ
の
製
品
が
生
ま
れ
る
ま
で
は
、
や

　

人
命
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
万
が
一

の
製
品
不
良
も
許
さ
れ
な
い
。
商
品
化
に

当
た
っ
て
は
、
徹
底
し
た
実
験
を
行
う
と

と
も
に
、
理
論
的
・
技
術
的
に
精
度
を
上

げ
る
た
め
、
複
数
の
大
学
や
研
究
機
関
と

の
共
同
開
発
を
実
施
。
製
品
を
現
場
に
設

置
し
た
後
も
、
政
府
や
各
自
治
体
と
協
力

し
て
改
良
を
行
い
、
さ
ら
に
安
全
性
を
高

め
て
い
る
。
ま
さ
に
、
同
社
が
今
回
受
賞

し
た
優
秀
経
営
者
顕
彰
「
産
学
官
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
創
出
賞
」の
テ
ー
マ
で
あ
る「
産

学
官
」
連
携
・
協
力
に
よ
っ
て
、
日
本
を

災
害
か
ら
守
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

同
社
を
創
業
し
た
野
村
利
充
社
長
（
64

歳
）
は
、
こ
う
語
る
。

「
中
山
間
地
域
の
集
落
や
交
通
網
な
ど
を

守
る
こ
と
が
、
こ
の
国
を
つ
く
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
技
術
を
少
し
で

　

日
本
は
国
土
の
７
割
近
く
が
山
岳
地
帯

で
あ
り
、
多
く
の
国
民
が
中
山
間
地
域
で

生
活
し
て
い
る
。
近
年
、
気
候
変
動
に
よ

る
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
激
甚
化
で
、
土
砂

崩
れ
や
落
石
、
土
石
流
が
多
発
し
、
被
害

発
生
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
き
た
。

研
究
機
関
・
行
政
と
協
力
し

常
に
改
善
を
か
さ
ね
る

　

新
潟
県
聖せ

い

籠ろ
う

町
に
本
社
を
置
く
プ
ロ
テ

ッ
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
こ
う
し
た

斜
面
災
害
か
ら
人
命
や
生
活
を
守
る
防
災

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
専
門
企
業

の
草
分
け
で
あ
る
。
落
石
、
雪
崩
、
崩
壊

土
砂
な
ど
を
防
止
す
る
独
自
の
防
護
壁
や

防
護
柵
を
開
発
・
施
工
し
、
政
府
（
国
土

交
通
省
）
や
地
方
自
治
体
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。
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中
山
間
地
域
の
集
落
や
交
通
網
を
防
護
。

そ
れ
が〝
日
本
を
つ
く
る
〟こ
と

た
。
一
方
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
で
は
、

そ
れ
ま
で
民
間
企
業
に
よ
る
実
証
実
験
が

過
去
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
同
社
は

安
全
性
能
を
明
確
に
裏
付
け
た
防
護
壁
を
、

国
内
で
初
め
て
開
発
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

現
在
ま
で
に
全
国
で
６
６
０
カ
所
の
採

用
実
績
が
あ
り
、
新
潟
県
知
事
表
彰
の
技

術
賞
も
16
年
に
受
賞
し
て
い
る
。

安
全
性
能
が
裏
付
く
新
工
法
で

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
常
識
覆
す

　

続
け
て
開
発
し
た
「
三
角
フ
ェ
ン
ス
」

は
雪
崩
予
防
と
落
石
防
護
の
両
方
に
活
用

で
き
る
画
期
的
な
製
品
で
、
正
三
角
形
と

逆
三
角
形
の
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
を
交
互
に

設
置
し
、
ア
ン
カ
ー
で
斜
面
に
固
定
す
る
。

従
来
の
雪
崩
予
防
柵
で
は
設
置
し
に
く
い

軟
弱
地
盤
や
狭
い
斜
面
に
も
適
応
で
き
、

５
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
積
雪
と
、
５
０
０
キ

ロ
ジ
ュ
ー
ル
の
落
石
で
も
耐
え
ら
れ
る
。

　

設
置
の
際
、
山
を
大
き
く
掘
削
す
る
必

要
が
な
い
た
め
、
木
の
伐
採
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
、
ネ
ッ
ト
構
造
な

の
で
透
過
性
に
優
れ
て
い
て
、
周
囲
の
景

観
に
溶
け
込
み
や
す
い
。

　

同
じ
く
雪
崩
・
落
石
対
策
で
は
、
３
メ

ー
ト
ル
の
積
雪
と
50
キ
ロ
ジ
ュ
ー
ル
の
落

石
に
耐
え
る「
Ａ
Ｒ
Ｃ
フ
ェ
ン
ス  

Ｓ
タ
イ

プ
」
も
ロ
ン
グ
ラ
ン
製
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
崩
壊
土
砂
対
策
で
は
「
ス
ロ

ー
プ
ガ
ー
ド
フ
ェ
ン
ス  

タ
イ
プ
Ｌ
Ｅ
」

で
き
る
の
で
、
景
観
に
調
和
し
ま
す
」

　

ジ
オ
ロ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ル
は
、
旧
日
本
道

路
公
団
の
大
阪
技
術
事
務
所
と
と
も
に
、

２
０
０
０
年
か
ら
２
年
間
に
わ
た
る
共
同

実
験
を
行
い
、
衝
撃
吸
収
性
能
を
証
明
し

が
主
力
だ
。
狭
い
場
所
で
も
柔
軟
に
施
工

で
き
る
鉛
直
式
防
護
柵
で
、
ワ
イ
ヤ
ー
ネ

ッ
ト
を
支
柱
で
支
え
る
工
法
に
よ
り
、
土

砂
衝
撃
力
の
ほ
か
、
３
０
０
キ
ロ
ジ
ュ
ー

ル
の
落
石
に
も
耐
え
ら
れ
る
。

　

ス
ロ
ー
プ
ガ
ー
ド
フ
ェ
ン
ス
は
、
民
家

裏
に
迫
っ
た
よ
う
な
斜
面
で
も
施
工
可
能

で
、
工
期
も
１
〜
２
カ
月
と
短
期
間
だ
。

　

現
在
ま
で
に
全
国
で
４
０
０
カ
所
の
採

用
実
績
が
あ
り
、
20
年
に
は
新
潟
県
知
事

表
彰
の
技
術
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

同
社
製
品
の
多
く
が
国
土
交
通
省
の
新

技
術
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）

に
登
録
さ
れ
、
政
府
が
新
工
法
と
し
て
推

奨
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
社
で
は
多
く
の
製
品

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
用
意
し
て
お
り
、
累

計
で
２
８
０
０
カ
所
の
施
工
実
績
を
持
つ
。

主
要
製
品
は
前
述
の
三
角
フ
ェ
ン
ス
、
Ａ

Ｒ
Ｃ
フ
ェ
ン
ス
、
ジ
オ
ロ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ル
、

ス
ロ
ー
プ
ガ
ー
ド
フ
ェ
ン
ス
の
４
ア
イ
テ

ム
で
、
売
上
の
７
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

　

13
年
に
政
府
が
国
土
強
靱
化
基
本
法
を

策
定
し
て
以
来
、
防
災
や
減
災
に
積
極
的

な
財
政
出
動
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自

治
体
か
ら
同
社
へ
の
引
き
合
い
が
増
え
て

き
た
。18
年
に
は「
国
土
強
靱
化
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
が
施
行
、
さ
ら
に
21
年
度
か

ら
は
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
が
動
き
出
す

の
で
、
同
社
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す

る
需
要
は
高
ま
り
そ
う
だ
。

外
部
視
点
を
導
入
し
、

解
析
と
実
証
の
確
実
性
向
上

　

野
村
社
長
は
自
社
の
強
み
に
つ
い
て
、

製
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
広
い
こ
と
と
、

自
社
で
企
画
開
発
か
ら
製
造
、
施
工
ま
で

一
貫
し
て
提
供
で
き
、
実
験
施
設
も
自
前

で
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。

「
３
カ
所
の
実
験
場
で
は
、
15
メ
ー
ト
ル

の
斜
面
や
高
さ
30
メ
ー
ト
ル
の
岩
盤
な
ど
、

自
然
を
利
用
し
た
種
々
の
実
験
が
可
能
で

す
。
多
く
の
競
合
は
、
こ
こ
ま
で
の
設
備

を
自
社
保
有
し
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

21
年
11
月
か
ら
は
業
界
最
大
級
の
落
石
フ

ェ
ン
ス
実
験
場
を
稼
働
さ
せ
ま
す
」

　

こ
の
最
新
実
験
場
で
は
、
実
物
の
フ
ェ

ン
ス
を
設
置
し
、
落
石
に
見
立
て
た
重
り

を
落
と
す
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー

ン
の
実
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
落
石
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
も
い
え
る

落石対策製品「ジオロックウォール」は、現場の土を擁壁に利用することで、低コストと景観調和を実現（栃木県日光市）。
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加
え
て
、
研
究
室
の
若
手
研
究
者
育
成
に

も
役
立
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

斜
面
災
害
防
止
技
術
を

日
本
か
ら
世
界
へ

　

野
村
社
長
は
大
学
卒
業
後
、
道
路
防
護

構
造
物
を
つ
く
る
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い

た
が
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
よ
り
、
も

っ
と
い
い
工
法
が
あ
る
は
ず
だ
」
と
い
う

思
い
が
高
ま
り
、
退
職
す
る
と
、
ま
ず
は

ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
た
め
、
１
９
９
７
年
８

月
に
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
。
そ
こ
で
、
コ
ロ

ラ
ド
州
交
通
局
の
落
石
対
策
担
当
者
と
知

り
合
っ
た
。
そ
の
担
当
者
に
、
土
の
擁
壁

で
落
石
対
策
を
実
施
し
て
い
る
現
場
へ
案

内
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
新
た
な
工
法

の
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
い
う
。

も
、
確
実
性
を
保
証
で
き
ま
せ
ん
。
外
部

の
専
門
家
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
や
視
点
を
導

入
し
て
、
修
正
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
特
に
土
木
構
造
物
で
は
構
造
解
析
が

重
要
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
動
的
解
析
に
つ
い
て
、
指
導

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
解
析
し
、

次
に
実
証
し
て
精
度
を
上
げ
て
い
か
な
く

て
は
、
安
全
性
を
担
保
で
き
ま
せ
ん
」

　

研
究
者
に
と
っ
て
も
、
実
験
場
を
利
用

し
た
り
、
同
社
の
技
術
者
た
ち
と
共
同
で

論
文
を
発
表
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

こ
と
ま
で
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
わ
れ

わ
れ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し

た
検
証
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
自
然
の
出
来
事
は
想
定
で
き
ま
せ

ん
が
、
ど
ん
な
落
石
に
も
耐
え
る
構
造
物

を
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
開
発
す
る
た

め
に
も
、
実
験
場
は
重
要
な
の
で
す
」

　

実
験
や
技
術
開
発
に
当
た
っ
て
は
、
ど

の
よ
う
な
テ
ス
ト
を
行
う
か
と
い
う
設
計

力
が
問
わ
れ
る
。
同
じ
崖
崩
れ
、
土
砂
崩

れ
で
も
、
水
分
量
や
粘
性
な
ど
は
、
さ
ま

ざ
ま
だ
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
、
同
社
で
は

創
業
当
初
か
ら
大
学
や
研
究
機
関
と
の
共

同
研
究
を
続
け
て
き
た
。
新
実
験
場
で
は

金
沢
大
学
の
桝
谷
浩
教
授
に
協
力
を
依
頼
、

実
験
の
モ
デ
ル
化
を
進
め
る
。

　

製
品
開
発
で
も
専
門
家
と
の
共
同
研
究

や
専
門
家
に
よ
る
監
修
実
績
は
多
く
、
ジ

オ
ロ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ル
は
岐
阜
大
学
工
学
部
、

雪
崩
対
策
で
は
国
立
防
災
科
学
技
術
研
究

所
・
雪
氷
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
や
新
潟
大

学
理
学
部
、
落
石
や
崩
壊
土
砂
対
策
で
は

前
述
の
金
沢
大
学
と
提
携
し
て
い
る
。

　

研
究
者
と
共
同
研
究
す
る
理
由
に
つ
い

て
、
野
村
社
長
は
こ
う
語
る
。

「
わ
れ
わ
れ
民
間
企
業
だ
け
で
実
証
し
て

『
落
石
対
策
便
覧
』（
日
本
道
路
協
会
）
に

は
、
防
護
フ
ェ
ン
ス
の
細
か
い
性
能
基
準

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
、
フ

ェ
ン
ス
の
中
央
部
以
外
に
落
ち
た
場
合
の

世
の
中
に
普
及
し
て
い
る
技
術
よ
り
、

も
っ
と
い
い
工
法
が
あ
る
は
ず
だ

投資先受賞企業レポート

道路沿いに設置された雪崩・落石対策用
製品「三角フェンス」（新潟県十日町）。
周りの景観に溶け込んでいる。

重りの自由落下実験。自前の実験場で実証テストを行えることが、
スピーディな製品開発に欠かせない。

実験場で、落石対策用製品のロングセラー「ARCフェンス」に
石を模した重りを落とす様子。

狭い場所への施工も可能にした崩壊土砂
対策用製品「スロープガードフェンス」
（北海道支笏湖）。

近年、ニーズが急増している小規模渓流
向け土石流・流木対策製品「アーバンガ
ード」（栃木県日光市）。
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間
で
施
工
で
き
る
よ
う
に
、
規
格
品
を
工

場
で
備
蓄
し
て
い
る
。

　

野
村
社
長
は
同
社
の
将
来
像
に
つ
い
て
、

「
災
害
対
策
分
野
で
日
本
一
、
そ
し
て
世

界
一
の
メ
ー
カ
ー
に
な
り
た
い
」
と
い
う
。

「
防
災
に
は
、
絶
え
間
な
い
改
良
と
進
化

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
三
角
フ
ェ

ン
ス
な
ど
で
は
融
雪
後
の
点
検
を
自
主
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
行
政
も
そ
れ
を
理
解

し
て
通
行
止
め
に
協
力
し
て
く
れ
た
り
、

追
加
コ
ス
ト
の
負
担
に
も
応
じ
て
く
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
仕
事
は
ま
さ
に

産
学
官
の
協
力
な
く
し
て
、
持
続
で
き
な

い
も
の
な
の
で
す
」

　

災
害
か
ら
人
命
を
守
ろ
う
と
す
る
人
々

の
矜
恃
が
こ
こ
に
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
へ
も
進
出
す
る
希

望
は
あ
る
が
、
安
全
基
準
の
違
い
と
、
競

合
と
の
関
係
か
ら
、
当
面
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
関
連

事
業
に
絞
る
予
定
だ
。

　

20
年
に
は
新
製
品
と
し
て
ス
ロ
ー
プ
ガ

ー
ド
フ
ェ
ン
ス
を
応
用
し
た
「
ア
ー
バ
ン

ガ
ー
ド
」
を
開
発
。
こ
れ
は
小
規
模
渓
流

向
け
の
土
石
流
・
流
木
対
策
用
ワ
イ
ヤ
ー

ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
だ
。
支
柱
は
高
強
度
で
靱

性
に
優
れ
、
土
石
流
が
起
き
て
も
繰
り
返

し
利
用
で
き
る
。

　

近
来
、
小
規
模
渓
流
で
も
突
然
の
豪
雨

に
よ
り
危
険
な
土
石
流
が
発
生
し
や
す
く

な
り
、
ア
ー
バ
ン
ガ
ー
ド
へ
の
反
響
は
大

き
い
。
こ
の
た
め
、
１
カ
月
程
度
の
短
期

　

事
業
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
の
は
２
０

０
４
年
ご
ろ
か
ら
だ
。
創
業
以
来
、
製
造

を
他
社
に
委
託
す
る
フ
ァ
ブ
レ
ス
だ
っ
た

が
07
年
、
現
住
所
に
本
社
と
工
場
を
設
立

し
て
か
ら
は
、
順
調
に
業
容
が
拡
大
し
た
。

　

野
村
社
長
に
は
「
日
本
生
ま
れ
の
災
害

対
策
技
術
を
海
外
に
も
紹
介
し
た
い
」
と

い
う
思
い
が
強
く
、
12
年
に
韓
国
へ
事
務

所
を
設
立
、13
年
に
は
国
際
協
力
機
構（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
委
託
事
業
に
よ
っ
て
、
ト
ル

コ
に
雪
崩
対
策
と
し
て
「
Ａ
Ｒ
Ｃ
フ
ェ
ン

ス　

Ｓ
タ
イ
プ
」
を
設
置
し
た
。

　

そ
の
後
、
ト
ル
コ
政
府
に
災
害
対
策
の

必
要
性
を
訴
求
し
よ
う
と
す
る
も
、
テ
ロ

や
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
な
ど
が
起
き
て

政
情
が
不
安
定
に
な
り
、
い
っ
た
ん
撤
退

す
る
。
19
年
に
は
、
ブ
ー
タ
ン
で
も
落
石

対
策
用
の
防
護
ネ
ッ
ト
を
施
工
し
た
が
、

　

98
年
４
月
に
帰
国
す
る
と
、
旧
知
の
間

柄
だ
っ
た
金
沢
大
学
の
吉
田
博
名
誉
教
授

を
訪
ね
る
。
吉
田
教
授
は
落
石
研
究
の
大

家
で
、土
木
学
会
評
議
委
員
や
建
設
省（
当

時
）
の
雪
崩
防
止
施
設
検
討
委
員
会
委
員

長
な
ど
を
歴
任
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
吉
田
氏
と
、
建
設
資
材
メ
ー

カ
ー
の
前
田
工
繊
と
も
提
携
し
、
補
強
土

擁
壁
の
開
発
を
始
め
た
。
同
年
、
野
村
社

長
は
た
っ
た
１
人
で
現
在
の
会
社
を
設
立
。

吉
田
氏
な
ど
か
ら
も
出
資
を
得
て
、
試
行

錯
誤
の
末
、
ジ
オ
ロ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ル
が
完

成
す
る
。
だ
が
、
新
し
い
防
護
壁
に
対
し

て
自
治
体
な
ど
は
及
び
腰
で
、
野
村
社
長

は
実
証
実
験
の
結
果
を
携
え
て
行
政
担
当

者
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
を
回
り
、

説
明
を
繰
り
返
す
。
翌
99
年
、
よ
う
や
く

北
海
道
開
発
局
か
ら
初
受
注
を
得
る
。

　実績が重視される土木業界においては、後発メーカ
ーであるプロテックエンジニアリング様。同社が発注
者から信頼を獲得するのは、容易なことではありませ
んでした。この課題を克服するため、産学官連携によ
る共同実験などを精力的に実施。実験データの客観性
や透明性を高めることで、自社製品の信頼性向上を図

り、シェア獲得に成功されました。

　資本政策のアドバイスなど、投
資育成には支援してもらっていま
す。いまは管理職を養成するセミ
ナーを活用させてもらい、年間４
〜５人の社員を送り込んでいます。職位の上がった社
員には必ず受講させており、社外の人たちとの交流に
よる刺激を受けて、社会人力を磨いてほしいと願って
います。中小企業には社員育成の仕組みがなく、セミ
ナーの機会を提供してもらって感謝しています。

東京中小企業投資育成へのメッセージ

業務第五部
上席部長代理

丹羽祐介

文＝吉村克己　写真提供＝プロテックエンジニアリング

投資育成担当者が紹介!  この会社の魅力

2021年11月から稼働予定の新実験場（イメージ画像）。
下は本社社屋。


